
 

     

  

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

あなたの歯の健康を守る 

令和 2年 1月発行 

Nico 2019年 3月号参照 

歯周病の治療＆予防 

プラークという言葉、聞いたことありますか? 
歯周病の原因は、プラークという細菌のかたまり。食べカスではないので、うがいや水洗
いでは取れません。排水口のぬめりのようにベタベタヌルヌルしつこくくっつき、歯周ポ
ケットの奥深くや、こびりついた歯石の中にまで、スキなく潜り込んでしまう、とても厄
介なやつらなんです。 
 

 
歯周病は、国内の成人の 8割以上が罹患
しているといわれている国民病。 
痛みがないからと放っていると10年後
には…。 
手遅れにならないうちに治療を始めま
しょう！ 

私たち歯科のプロには、歯周ポケット

の奥までツルツルにクリーニングし、

患者さんご自身が歯ブラシとフロスで

プラーク除去しやすい環境をしっかり

と整えて差し上げる使命があるので

す。 

歯周病の治療＆予防には、患者さんに

も一緒に参加していただくことによっ

て、はじめてよい結果を出すことがで

きます。 

  

 

プラークの付きやすい場所 

歯周病を予防するためにはまずプラークを取り除かなければいけません。 

プラークは毎日お口の中にたまるため、歯科医院でいい治療を受けて徹底的にプラークを取り

除いても、明日になれば、またたまります。 

このプラークを毎日取り除けるのは「患者さんご自身の歯みがき」だけ。 

つまり、「患者さんご自身の歯みがき＝プラーク除去」こそ、治療であり、予防でもあるのです。 


